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【下記の点に注意して使用してください。】 

八幡市市章取扱要綱 第２条第２項 抜粋  

２ 市章の使用にあたっては、次に掲げる条件を満たさなければならない。 

⑴ 定められた形状を変更することなく表示できるものであること。 

⑵ 市章に隣接して他の図形を配置し、又は他の紋様若しくは文字等を

加え、市章のイメージを損なわないこと。 

⑶ 市長の承認を得ずに市章を使用する権利を第三者に譲渡しないこと

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認めること。 

 
 

国
保
事
業
の
現
況 

 

平
成
26
年
度
末
に
お
け
る
被
保
険
者
数
は
２
０
、
５
５

９
人
で
、
人
口
７
２
、
９
９
２
人
に
対
し
て
28
・
２
％
の

比
率
と
な
っ
て
お
り
、
加
入
率
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
加
入
者
数
は
人
口
の
減
少
に
伴
い
漸
減
傾
向
に

あ
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
８
、
４
３
５
人
、

比
率
に
し
て
41
％
と
年
々
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 加
入
者
数
と
前
期
高
齢
者
数
（
年
度
末
現
在
） 

近
年
、
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
加
入
者
の

健
康
志
向
も
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
平
成
27
年
度
は
人
間

ド
ッ
ク
８
０
０
人
・
脳
ド
ッ
ク
５
０
０
人
と
定
員
を
そ
れ

ぞ
れ
、
対
前
年
度
２
０
０
人
増
や
し
て
保
健
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

国
保
料
収
納
率
向
上
の
取
組 

 

八
幡
市
で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
保
険
料
徴
収
強
化
事

業
と
し
て
徴
収
嘱
託
員
を
３
名
雇
用
し
、
納
付
相
談
や
納

付
指
導
、
さ
ら
に
は
嘱
託
徴
収
員
に
よ
る
担
当
地
域
を
設

定
し
、
一
年
を
通
し
て
臨
戸
訪
問
等
の
業
務
に
取
組
ん
で

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
滞
納
者
の
給
与
照
会
調
査
や
居
所
不
明
者
の
実

態
調
査
、
担
当
課
の
全
職
員
の
出
務
の
も
と
、
年
４
回
の

夜
間
・
休
日
窓
口
相
談
を
開
設
し
、
電
話
催
告
や
納
付
相

談
な
ど
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
一
切
の
連
絡
も
な
く
、
納
付
相
談
も

な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
短
期
証
及
び
資
格
証
明
書
を

発
行
し
、
被
保
険
者
と
の
折
衝
の
機
会
を
確
保
す
る
一
方

で
、
財
産
調
査
を
実
施
し
た
う
え
で
、
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
や
差
押
え
を
執
行
し
、
市
民
負
担
の
公
平
性
の
確
保

に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
前
年
度
比
、
収
納
率
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
と

な
り
ま
し
た
が
、
収
入
額
は
増
加
し
、
一
定
の
成
果
が
現

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
職

員
が
一
体
と
な
り
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

年度 加入者数（人） 前期高齢者数（人） 前期高齢者の割合（％）

24 21,219 7,684 36.2 

25 20,906 8,088 38.7 

26 20,559 8,435 41.0 

八幡市 ―自然と歴史文化が調和し人が輝くやすらぎの生活都市― 

保険者国保事業紹介 ―医療費適正化に向けた取り組み― 

石
清
水
八
幡
宮 

写
真
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：
八
幡
市
秘
書
広
報
課 

背割堤のさくら 


